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2.45 GHz のマイクロ波による加熱は「電子レンジ」として主に食品加熱に用いられている. 近年, 
2.45 GHz マイクロ波の利用は食品過熱にとどまらず多岐にわたり, 無機合成, 有機合成, 乾燥, 通
信, セラミックス加工等の応用が研究されている. 
本研究では, 安価なマグネトロンを用い, マルチモードの加熱炉をもつ汎用的な電磁波加熱装置
を開発する. 1.5 kW 程度の安価なマグネトロンを利用し, 制御可能なマグネトロン電源, 温度測定
装置, 試料の温度を一定に保つための温度調節用マグネトロン電源制御回路, マルチモード加熱炉
等を試作する. 
一般的な陶芸用に利用可能な保温材の最適化方法を調べ, 商品に付加価値を与え, この炉を利用
したマイクロ波による陶器の焼結法を確立する. 
マイクロ波により家庭で陶芸 
